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 本研究の提案に対しては、IPカプセル化に加え NAT機能をもった HAを導入することで、複
数サブネットが存在するホームネットワークにおいても 1台のHAのみで目的を実現し、また、
通信相手端末に関する情報が取得可能であるというホームネットワークの特徴を生かし、インタ
フェースが切り替わった場合に、もし可能ならばMobile IPにおける経路最適化のような方式で
通信を継続させることができる方式の詳細設計を行った。 
 
